
❶ 現在のアナログ素材からディジタル素材へのデータ変換作業
❷ 新データによるDVDディスクの制作
❸ 新作ドキュメント『大震災から25年／野田北部・人とまちのいま』（30分予定）の撮影～仕上げ
❹ 『阪神大震災 再生の日々を生きる』と、新作『大震災から25年／野田北部・人とまちのいま』
　 をセットにして、2枚組DVDを制作
❺ パンフレット『製作日誌1995～2010』（監督の撮影日録・エッセイと年表・資料で読む野田北部・鷹取）を制作

DVD化と新作ドキュメント製作プロジェクト

募金のお願い

ドキュメンタリー映画

　2020年は、阪神・淡路大震災から25年になります。これは、
被災地のみなさんはいうまでもありませんが、震災直後からド
キュメンタリー映画の製作で復興に関わってきた「野田北部を
記録する会」にとっても、大きな節目です。
　野田北部を記録する会は、1995年1月下旬に神戸市長田区
野田北部・鷹取地区へ入り、被災住民の復興の日々を撮りはじ
めました。それから99年4月まで、この地域にキャメラを据えて、
4年3か月におよぶコミュニティ再生のプロセスを、現地に流
れる時間によりそいながら撮影・製作・上映しました。製作本
数は27作品になります。
　野田北部を記録する会では、それらの作品を、撮影当時の
アナログ素材からディジタル映像に変換し、「阪神・淡路大震災
におけるコミュニティ復興活動の記録」として、次代に伝えてい
きたいと考えています。
　現在、『阪神大震災 再生の日々を生きる』（2000年／156分）
のDVD化と、新作『大震災から25年／野田北部・人とまちの
いま』（30分予定）の製作を計画していますが、最大の課題は、
製作資金の捻出です。
　プロジェクトの内容を記して、みなさまのご支援ご協力を仰
ぎたいと思います。

プロジェクトの趣旨

① データ変換費
② DVDディスク制作費
③ 新作製作費（撮影・編集・仕上げ）
④ パンフレット制作費

……………………………………………… 200,000円
……………………………… 600,000円

…… 1,000,000円
………………………………… 200,000円

『阪神大震災 再生の日々を生きる』

作業項目

製作費：2,000,000円




